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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月7日(2011.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストーマ装具を装着者の身体に取り付けるための接着性身体装着具であって、
　ａ．該装着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む、接着性ウエハであって、
該接着性ウエハは、成形可能領域内にストーマ開口を手動成形できるようにするための、
そこを通過する孔を有する成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該孔と境を成す接着
部の内側周辺領域は、非平面構成を有する、接着性ウエハと、
　ｂ．該接着性ウエハの該身体側表面に嵌着する、除去可能な解放デバイスであって、該
解放デバイスは、該接着部の該成形可能領域の成形に先立って該解放デバイスが除去され
るまで、該孔と境を成す該接着部の該内側周辺領域の該非平面構成を維持するための、支
持部を含む、解放デバイスと、
　を備える、接着性身体装着具。
【請求項２】
　前記孔と境を成す前記接着部の前記内側周辺領域は、該接着部の前記身体側表面から離
れる方向に延在するように屈曲し、前記支持部は、該接着部の該内側周辺領域を屈曲構成
に支持するように形成される、請求項１に記載の接着性身体装着具。
【請求項３】
　前記孔と境を成す前記接着部の前記内側周辺領域は、少なくとも該接着部の前記身体側
表面から離れるように湾曲し、前記支持部は、該接着部の該内側周辺領域を少なくとも部
分的に湾曲した構成に支持するように形成される、請求項２に記載の接着性身体装着具。
【請求項４】
　前記接着部の前記内側周辺領域は、切頭円錐形状と、フレア形状と、部分的湾曲形状と
のうちから選択される構成を有し、前記支持部は、該内側周辺領域を該構成に支持するよ
うに形成される、請求項３に記載の接着性身体装着具。
【請求項５】
　前記接着性ウエハは、概ね均一の厚さを有する、請求項１に記載の接着性身体装着具。
【請求項６】
　前記接着部の前記成形可能領域は、前記接着性ウエハの残部と一体型である、請求項１
に記載の接着性身体装着具。
【請求項７】
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　前記解放デバイスは、前記支持部を含む単一部材を備える、請求項１に記載の接着性身
体装着具。
【請求項８】
　前記解放デバイスは、前記ウエハの前記接着部が強固に接着しない材料で作られるか、
または、その材料によってコーティングされる、請求項１に記載の接着性身体装着具。
【請求項９】
　前記接着性ウエハは、前記成形可能領域を囲む、制約された形状の領域をさらに含み、
該制約された形状の領域は、（ｉ）前記形成可能領域よりも実質的に低い形成可能性を有
するか、または（ｉｉ）実質的に一定の形状を有する、請求項１に記載の接着性身体装着
具。
【請求項１０】
　前記接着性ウエハの、前記身体側表面と反対側の表面上に提供される、形状画定部材を
さらに備え、該形状画定部材は、前記接着部の前記制約された形状の領域の形状を制約す
る、請求項９に記載の接着性身体装着具。
【請求項１１】
　前記形状画定部材は、実質的に平坦である、請求項１０に記載の接着性身体装着具。
【請求項１２】
　前記形状画定部材は、実質的に平坦でない、請求項１０に記載の接着性身体装着具。
【請求項１３】
　ストーマ装具を装着者の身体に取り付けるための接着性身体装着具を備える、ストーマ
装具であって、該接着性身体装着具は、
　ａ．該装着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む、接着性ウエハであって、
該接着性ウエハは、成形可能領域内にストーマ開口を手動成形できるようにするための、
そこを通過する孔を有する成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該孔と境を成す接着
部の内側周辺領域は、非平面構成を有する、接着性ウエハと、
　ｂ．該接着性ウエハの該身体側表面に嵌着する、除去可能な解放デバイスであって、該
解放デバイスは、該接着部の該成形可能領域の成形に先立って該解放デバイスが除去され
るまで、該孔と境を成す該接着部の該内側周辺領域の該非平面構成を維持するための、支
持部を含む、解放デバイスと、
　を備える、
　ストーマ装具。
【請求項１４】
　前記ストーマ装具は、一体形装具である、請求項１３に記載のストーマ装具。
【請求項１５】
　前記ストーマ装具は、二体形装具である、請求項１３に記載のストーマ装具。
【請求項１６】
　ａ．ユーザに供給するためのパッケージと、
　ｂ．該パッケージ内に含有されるストーマ機器であって、該ストーマ機器は、装着者の
身体にストーマ装具を取り付けるための接着性身体装着具を含み、該身体装着具は、該装
着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む接着性ウエハを備え、該接着性ウエハ
は、成形可能領域内でストーマ開口を手動成形可能にするためのそこを通る孔と、非平面
構成に予め形成される、該孔と境を成す該成形可能領域の少なくとも内側周辺部分とを有
する、成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該接着部は、該身体側面と反対方向に延
在して成形を助長する、ストーマ機器と、
　を備える、アセンブリ。
【請求項１７】
　前記パッケージは、内部が無菌性である、請求項１６に記載のアセンブリ。
【請求項１８】
　前記パッケージは、閉鎖状態では密封シールされる、請求項１６に記載のアセンブリ。
【請求項１９】
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　前記ストーマ機器は、前記接着性身体装着具が恒久的に取り付けられる、一体形ストー
マ装具を備える、請求項１６に記載のアセンブリ。
【請求項２０】
　前記ストーマ機器は二体形ストーマ装具であり、前記身体装着具は、解放可能に取り付
け可能な構成要素である、請求項１６に記載のアセンブリ。
【請求項２１】
　ストーマパウチを装着者に付着させるシステムであって、
　身体装着具を有するストーマパウチを備え、該身体装着具は、該装着者の身体に接着接
触するための身体側表面を有する接着性ウエハを含み、該ウエハは、そこを通る孔を有す
る成形可能かつ形成可能領域と、該孔の周囲で該接着性ウエハの該身体側表面に嵌着され
る、除去可能な解放カバーとを含み、
　該ウエハの成形可能かつ形成可能領域は、該除去可能な解放カバーとともに適切な位置
で成形されるように構成され、
　該除去可能な解放カバーは、該ウエハの成形可能かつ形成可能領域の成形に引き続いて
、該接着性ウエハから除去されるように構成される、システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　特に重要と考えられる特徴が上記において確認されているが、請求項の保護は、本明細
書に記載され、および／または図面に図示される、任意の特許化可能な特徴に対して追求
され得る。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ストーマ装具を装着者の身体に取り付けるための接着性身体装着具であって、
　ａ．該装着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む、接着性ウエハであって、
該接着性ウエハは、成形可能領域内にストーマ開口を手動成形できるようにするための、
そこを通過する孔を有する成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該孔と境を成す接着
部の内側周辺領域は、非平面構成を有する、接着性ウエハと、
　ｂ．該接着性ウエハの該身体側表面に嵌着する、除去可能な解放デバイスであって、該
解放デバイスは、該接着部の該成形可能領域の成形に先立って該解放デバイスが除去され
るまで、該孔と境を成す該接着部の該内側周辺領域の該非平面構成を維持するための、支
持部を含む、解放デバイスと、
　を備える、接着性身体装着具。
（項目２）
　上記孔と境を成す上記接着部の上記内側周辺領域は、該接着部の上記身体側表面から離
れる方向に延在するように屈曲し、上記支持部は、該接着部の該内側周辺領域を屈曲構成
に支持するように形成される、項目１に記載の接着性身体装着具。
（項目３）
　上記孔と境を成す上記接着部の上記内側周辺領域は、少なくとも該接着部の上記身体側
表面から離れるように湾曲し、上記支持部は、該接着部の該内側周辺領域を少なくとも部
分的に湾曲した構成に支持するように形成される、項目２に記載の接着性身体装着具。
（項目４）
　上記接着部の上記内側周辺領域は、切頭円錐形状と、フレア形状と、部分的湾曲形状と
のうちから選択される構成を有し、上記支持部は、該内側周辺領域を該構成に支持するよ
うに形成される、項目３に記載の接着性身体装着具。
（項目５）
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　上記接着性ウエハは、概ね均一の厚さを有する、項目１に記載の接着性身体装着具。
（項目６）
　上記接着部の上記成形可能領域は、上記接着性ウエハの残部と一体型である、項目１に
記載の接着性身体装着具。
（項目７）
　上記解放デバイスは、上記支持部を含む単一部材を備える、項目１に記載の接着性身体
装着具。
（項目８）
　上記解放デバイスは、上記ウエハの上記接着部が強固に接着しない材料で作られるか、
または、その材料によってコーティングされる、項目１に記載の接着性身体装着具。
（項目９）
　上記接着性ウエハは、上記成形可能領域を囲む、制約された形状の領域をさらに含み、
該制約された形状の領域は、（ｉ）上記形成可能領域よりも実質的に低い形成可能性を有
するか、または（ｉｉ）実質的に一定の形状を有する、項目１に記載の接着性身体装着具
。
（項目１０）
　上記接着性ウエハの、上記身体側表面と反対側の表面上に提供される、形状画定部材を
さらに備え、該形状画定部材は、上記接着部の上記制約された形状の領域の形状を制約す
る、項目９に記載の接着性身体装着具。
（項目１１）
　上記形状画定部材は、実質的に平坦である、項目１０に記載の接着性身体装着具。
（項目１２）
　上記形状画定部材は、実質的に平坦でない、項目１０に記載の接着性身体装着具。
（項目１３）
　ストーマ装具を装着者の身体に取り付けるための接着性身体装着具を備える、ストーマ
装具であって、該接着性身体装着具は、
　ａ．該装着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む、接着性ウエハであって、
該接着性ウエハは、成形可能領域内にストーマ開口を手動成形できるようにするための、
そこを通過する孔を有する成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該孔と境を成す接着
部の内側周辺領域は、非平面構成を有する、接着性ウエハと、
　ｂ．該接着性ウエハの該身体側表面に嵌着する、除去可能な解放デバイスであって、該
解放デバイスは、該接着部の該成形可能領域の成形に先立って該解放デバイスが除去され
るまで、該孔と境を成す該接着部の該内側周辺領域の該非平面構成を維持するための、支
持部を含む、解放デバイスと、
　を備える、
　ストーマ装具。
（項目１４）
　上記ストーマ装具は、一体形装具である、項目１３に記載のストーマ装具。
（項目１５）
　上記ストーマ装具は、二体形装具である、項目１３に記載のストーマ装具。
（項目１６）
　ａ．ユーザに供給するためのパッケージと、
　ｂ．該パッケージ内に含有されるストーマ機器であって、該ストーマ機器は、装着者の
身体にストーマ装具を取り付けるための接着性身体装着具を含み、該身体装着具は、該装
着者の身体に接着接触するための身体側表面を含む接着性ウエハを備え、該接着性ウエハ
は、成形可能領域内でストーマ開口を手動成形可能にするためのそこを通る孔と、非平面
構成に予め形成される、該孔と境を成す該成形可能領域の少なくとも内側周辺部分とを有
する、成形可能かつ形成可能領域をさらに含み、該接着部は、該身体側面と反対方向に延
在して成形を助長する、ストーマ機器と、
　を備える、アセンブリ。
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（項目１７）
　上記パッケージは、内部が無菌性である、項目１６に記載のアセンブリ。
（項目１８）
　上記パッケージは、閉鎖状態では密封シールされる、項目１６に記載のアセンブリ。
（項目１９）
　上記ストーマ機器は、上記接着性身体装着具が恒久的に取り付けられる、一体形ストー
マ装具を備える、項目１６に記載のアセンブリ。
（項目２０）
　上記ストーマ機器は二体形ストーマ装具であり、上記身体装着具は、解放可能に取り付
け可能な構成要素である、項目１６に記載のアセンブリ。
（項目２１）
　ストーマパウチを装着者に付着させるための方法であって、
　ストーマパウチに身体装着具を提供するステップであって、該身体装着具は、該装着者
の身体に接着接触するための身体側表面を有する接着性ウエハを含み、該ウエハは、そこ
を通る孔を有する成形可能かつ形成可能領域と、該孔の周囲で該接着性ウエハの該身体側
表面に嵌着される、除去可能な解放カバーとを含む、ステップと、
　該除去可能な解放カバーとともに、該ウエハの成形可能かつ形成可能領域を定位置に成
形するステップと、
　引き続いて、該除去可能な解放カバーを、該接着性ウエハから除去するステップと、
　を包含する、方法。
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